
 

 

 

 

 

１ 単元について 

（１）単元観 

本単元は，探究課題「地域の祭りとその活性化や発展に力を注ぐ人々の思いや願い」を踏まえて構

想した単元である。地域の伝統的な祭り「みなと祭り」のよさやその背景を探り，祭りで披露するえ

えじゃん SANSA・がり（踊り）を地域の方たちと協働しながら創作する活動を通して，答えのない

問いに対して納得解を自分たちで見出し，これからの地域との関わり方について考えていくことが，

自己の生き方へつながると考え，本単元を設定した。 

 

（２）児童観 

資質・能力獲得状況に関する質問紙の結果，以下のような傾向が見られた。（11 月実施 25 名） 

質問 肯定的回答 課題 

自分の目標や課題に向けて，友だちとかか

わりながら課題の解決に取り組もうとしてい

る。         【主体性・協働性】 
68% 

・目標や課題を把握でしていない児童が数名いる。 

・自分の興味や関心のある話題だけ，意欲的に参加してい

る。 

本学級の児童は，これまでに「地域の魅力発見，発信」「地域のお店に職場体験」「地域の高齢者と

の交流会」など地域，キャリア，福祉などをテーマにした課題に取り組んできている。昨年度は，地

域ならではの魅力（寺社仏閣，景観，食べ物など）を探し，まとめたものを他市町の小学生に発信・

交流していくことを通して，地域ならではの魅力のよさに改めて気付くことができた。一方で，地域

の文化や，それらに関する地域の方たちの思いや願いについて着目できていないという課題が残った。

また， 課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んだり，関わりを通して自分の考えを深め

たり，広げたりすることに課題がみられた。さらに，本中学校区で特に，育成を目指す資質・能力で

ある主体性・協働性について，それらを発揮した具体の姿を児童自身が実感したり，振り返ったりす

ることができていない現状がある。 

 

（３）指導観 

児童観で述べた課題を解決するために，次の３点の指導の工夫を取り入れる。 

１点目は，課題設定において，学習活動の見通しや学習のゴールまでに至る道筋を，児童と共有し，

学習の計画を立てることである。学習計画を立てることで，児童の動機付けを図ったり，見通しをも

たせたりする。 

２点目は，探究のプロセスごとに，主体性・協働性が発揮される場面を設定することである。発揮

される場面を意図的に設定することで，主体性・協働性が発揮された姿に，児童自身が気付くように

する。 

３点目は，児童自らが，育成を目指す資質・能力が身に付いているかどうかを自覚するために，言

語化した振り返りを行うことである。育成を目指す資質・能力に着目させ，繰り返し振り返り活動を

行うことで，主体性・協働性に意識を向けさせる。 

総合 第５学年 尾道市立長江小学校 指導者 砂岡 良祐 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  郷土愛，主体性・協働性，課題発見・解決力 

「ええじゃんプロジェクト！５年生の思いを未来につなぐ！！ 

～わが町尾道わが祭り～」 



小単元１では，単元の導入において，毎年参加するみなと祭りで踊るええじゃん SANSA・がりの

目的について想起させる。その目的を達成するための学習計画を児童に立たせ，単元のゴールとその

見通しをもたせる。また，単元終了時の自分の具体の姿を想起させ，その姿になるために必要な資質・

能力を設定する。そして，達成を目指す姿（B 基準）を教師と児童とで設定し，ルーブリックを作成

する。 

小単元２の課題設定では，「ええじゃん（みなと祭り）」に関する知識の実態を自分たちで振り返

った後，歴史や背景，目的，携わってきた人たちの思いや願いなどを知らないまま，参加していたこ

とに気付かせる。 

情報収集では，祭りに参加している地域の人たちも多くいるが，自分たちと同じで歴史や人々の思

いや願い，祭りの目的などを知らない人たちもいるのではないかということに気付かせる。 

整理・分析では，情報収集で得た気付きから，対象をまず，一緒にみなと祭りに参加する３・４年

生に定めて，収集した情報をプレゼンテーションソフトにまとめ，準備を進めさせる。 

まとめ・創造・表現では，「第１回決起集会」と称して学習の成果を報告し，「ええじゃん（みな

と祭り）」の理解と意欲を高め，小単元３へつなげていく。 

小単元ごとの終末に，学習や活動を通して，自分の成長や変容を振り返り，次の学習に向けて，学

習目標を見直し，設定する。 

 

２ 単元の目標 

地域の祭りで表現する踊りを創作する活動を通して，地域が祭りを大切にしてきた背景やよさと

祭りに携わる人たちの思いや願いを理解し，これからの地域との関わり方について考えるとともに，

地域の一員として地域行事に参加したり，地域に貢献したりしようとするなど，地域社会と積極的に

関わることができるようにする。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現【課題発見・解決力】 主体的に学習に取り組む態度 

①地域の祭りには，それぞれに独自の

よさがあることを知るとともに，地

域の人たちの思いや願いが歴史と

ともに発展してきたことを理解し

ている。       【郷土愛】 

②インタビューやアンケート調査など

相手や場面に応じた方法で実施して

いる。 

③地域の祭りに対する認識の高まり

は，これからの地域との関わり方に

ついて探究的に学習してきたこと

の成果であると気付いている。 

 

 

 

①地域の祭りについて自分たちの知

識が足らない分野から課題を設定

するとともに，解決に必要な方法

や手順を考え，見通しをもって学

習の計画を立てている。      

②課題を解決するために必要な情報

について収集方法を選択したり，

複数の情報を種類ごとに分類した

りしながら，蓄積している。 

③目的に合わせて収集した必要な情

報を比較したり，分類したりしな

がら，内容に合う方法や対象を明

らかにし，決定している。 

④目的と相手を意識した表現にする

ために，工夫点を交流したり改善点

①学びの姿を振り返ることを通して，

自分のよさに気付いたり，他者の考

えを受け入れたりしながら，課題解

決に取り組もうとしている。 

②課題解決に向けて自分から進んで

取り組み，友だちと協力しながら自

分たちの納得解を見出そうとして

いる。    【主体性・協働性】 

③地域の一員であることを自覚し，地

域の行事に参加したり，地域のため

にできることを考えたりして積極

的に地域と関わろうとしている。 

 

 

 

AA 

 



をアドバイスしたりしている。 

 

４ 単元の構成について 

  全 38 時間 

  小単元１「プロジェクトⅠ 目指す姿ってどんな姿なの？」（４時間）    

  小単元２「プロジェクトⅡ みなと祭りってどんな祭りなの？」（１１時間）  

  小単元３「プロジェクトⅢ ええじゃんの踊りはどうやってつくるの？」（１２時間） 

小単元４ 「プロジェクトⅣ 地域の人たちにええじゃんの踊りを宣伝するにはどうすればいいの？ 

（８時間） 

  小単元５「プロジェクトⅤ 学習を通して学んだこと・考えたことは何だろう？」（３時間） 

 

５ 本単元で教師と児童とで作成するルーブリック枠 

  本単元では，主体性・協働性を発揮している姿を判断する基準を教師と児童とで設定する。作成を

通して，教師，児童共に，主体性・協働性が発揮された姿を共有し，成長や変容を自覚するためのツ

ールとして活用する。ルーブリックの枠と作成の手順を下に示す。 

 

 

本単元におけるルーブリックは，探究のプロセスごとに，主体性・協働性に関する達成を目指す姿を

設定する。達成を目指すべき姿をB基準として，教師と児童とで設定し，単元を通して，それ以上の姿が

見られた場合はA，到達できなかった場合はＣとする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，本単元におけるルーブリック作成の手順の中に，教師と児童とで評価基準を検討する場面を取

り入れる。また，情意領域に関する評価基準のレベルを段階別に分けると，児童がレベルに捉われ，児

童の多様な姿を限定してしまう可能性があるため，全員に到達させたい評価基準（B基準）のみを設定す

る。 



６ 指導と評価の計画（17/38時間）※体育６時間，次年度３時間含む。 

小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 他教科との関連  

１ プロジェクトⅠ 

 めざす姿ってど

んな姿なの？ 

（４） 

 

・みなと祭りでええじゃん（踊り）を

披露する目的について考える。 

・「ええじゃん（みなと祭りプロジェ

クト）のおおまかな学習計画を立て

る。【本時】 

・「ええじゃん（みなと祭り）プロジ

ェクト」を通して，なりたい自分と

身に付けたい資質・能力を設定す

る。 

ルーブリック作成①【評価規準の設定】 

・資質・能力の具体の姿を判断する規

準を設定し，教師と児童とでルーブ

リックを作成する。 

  ② 

 

行動観察 

振り返りシート 

 

社会科 

①資料や必要

な情報を比

較し内容を

捉える 

２ プロジェクトⅡ 

みなと祭りって

ど ん な 祭 り な

の？（11） 

 

 

 

 

・自分たちで進めていくプロジェク

ト（単元）名を決める 

ルーブリック作成②【評価基準の設定】 

・課題の設定における主体性・協働

性が発揮された姿を設定する。 

・ええじゃん（みなと祭り）につい

て知識の実態を明らかにし，疑問

から課題を設定する。 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

振り返りシート 

【自己評価①】 

 

 

 

 

 

 

ルーブリック活用 

【自己評価②】 

【相互評価①】 

 

理科 

電流と磁石 

①情報と情報

を比較した

り，関係付

けたりし

て，課題を

見出す 

 

ルーブリック作成③【評価基準の設定】 

・情報の収集における主体性・協働性

が発揮された姿を設定する。 

・個人で課題を解決するための情報

を収集する。（冬季休業中） 

・解決できなかった課題を解決する

ための収集方法や内容について考

え，学習の計画を立てる。 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

行動観察 

振り返りシート 

 

 

振り返りシート 

【自己評価③】 

 

 

ルーブリック活用 

【自己評価④】 

【相互評価②】 

 

国語科 

新聞記事を読
み比べよう 

①情報との関
係付け 

②情報を読み取

る   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報の収集 

課題の設定 

課題の設定 



・ええじゃん（みなと祭り）について

携わる方たちの思いや地域の方，経

験者の願いなどをインタビューし

たり，実地調査したりする。 

②     

 

ルーブリック作成④【評価基準の設定】 

・整理・分析における主体性・協働性

が発揮された姿を設定する。 

・分類した情報の内容を整理する。 

・第１回決起集会に向けて，収集した

情報の何をどのような方法で伝え

るのか考える。 

 

 

 

 

① 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

振り返りシート 

【自己評価⑤】 
 

 

 

ルーブリック活用  

【自己評価⑥】 

【相互評価③】 

 

ルーブリック作成⑤【評価基準の設定】 

・まとめ・表現における主体性・協働

性が発揮された姿を設定する。 

・第１回決起集会で発表するための

準備に取り組む。 

・第 1 回決起集会で発表する内容が

対象に合う表現になっているか，お

互いに見合う。      

・第１回決起集会で「みなと祭りが始

まった背景や携わる人たちの願い」

をまとめ，（３・４年生）に発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

行動観察 

振り返りシート 

 

【自己評価⑦】 

 

 

ルーブリック活用 

【自己評価⑧】 

【相互評価④】 

国語科 

環境問題を報
告しよう 

①図・グラフ

を用いて，
考えを工夫
して伝える 

  ③ 振り返りシート 

 

 

 

 

・達成を目指す姿（資質・能力の獲得）

状況について分析し，振り返る。 

③  ① 振り返りシート 

【自己評価⑨】 

【他 者 評 価 】 

 

学級活動 

①努力の成果

や過程につ

いて振り返

る 

３ プロジェクトⅢ 

ええじゃんの踊 

りはどうやって

つくるの？   

（１２） 

 

 

 

 

 

・ゲストティーチャーやみなと祭り

に携わる方から，みなと祭りやええ

じゃんの現状や今後の展望につい

て聞く。 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りシート 

 

 

 

 

 

 

 

国語科 

知りたいこと

を聞き出そう 

①情報と情報

の関係付け

の仕方 

②内容を整理

しまとめる 

 

 

 

 

 

振り返り 

整理・分析 

まとめ・表現・創造 

情報の収集 

自分たちの思いやインタビューした方たちの願いや思いがつ

まった踊りをつくるためには，どうすればよいだろうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・踊りを通して，どのようなテーマで

何を伝えたいのか明確にし，学習課

題を設定する。 

・踊りを創作するための学習計画を

立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

振り返りシート 

 

ルーブリック活用 

【自己評価⑩】 

【相互評価⑤】 

道徳科 

美しい夢Üゆ
めぴりかー 

①地域の発展

のために尽

くす人々の

存在と伝統

文化を大切

にしようと

する心情 

 

・みなと祭りで表現する踊りを，①か

け声②振付け③衣装などのグルー

プに分かれて過去の踊りを視聴し，

どのような表現の工夫を行ってい

るか，情報を収集する。 

  

② 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

ルーブリック活用 

【自己評価⑪】 

【相互評価⑥】 

 

 

 

・グループごとに，収集した情報につ

いて交流し，必要な情報を取捨選択

する。 

・グループごとに，踊りのテーマに沿

った①，②，③に関する表現の工夫

を考え，まとめる。 

・意見交流会を開き，ゲストティーチ

ャーから評価やアドバイスをもら

い，再度，踊りの案をグループで改

善する。 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

振り返りシート 

【自己評価⑪】 

 

ルーブリック活用 

【自己評価⑫】 

【相互評価⑦】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれの各グループで改善した

①かけ声②振り付け③衣装などを

まとめ，踊り（案）に仕上げる。 

・講師に踊り（案）を提案し，最終調

整を依頼する。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

ルーブリック活用 

【自己評価⑫】 

【相互評価⑦】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・達成を目指す姿（資質・能力の獲得）

状況について分析し，振り返る。 

③  ① 振り返りシート 

【自己評価⑬】 

【他 者 評 価 】 

 

学級活動 

①努力の成果
や過程につ
いて振り返

る 

４ プロジェクトⅣ 

地域の人たちに

ええじゃんの踊

りを宣伝するに

はどうすればい

 

・踊りの練習に向けて，練習日程や運

営について学習の計画を立てる。 

 

 

  

① 

 振り返りシート 

【自己評価⑭】 

 

学級活動 

６年生を送る
会を計画・準
備しよう 

①目標を達成
するための
計画や準備

をする 

課題の設定 

情報の収集 

整理・分析 

まとめ・表現・創造 

振り返り 

実行するための時間，日程，準備物などについて，誰に相談

し，どのように連携をとればよいだろうか。 

課題の設定 



 

 

いの？ （８） 

 

 

 

  

 

・必要物や費用などを講師や担任に

相談し，決定する。 

  

③ 

 ルーブリック活用 

【自己評価⑮】 

【相互評価⑧】 

 

 

・実行に向けて，３・４年生と共に練

習する。（体育科：６時間） 

   

② 

 

振り返りシート 

【自己評価⑯】 

 

体育科 

表現運動 

①目標達成す

るための役
割分担，計
画，実行 

 

・自分たちの踊りをたくさんの人に

伝える方法について考え，学習課

題を設定する。 

 

 

 

③  ①  学級活動 

６年生を送る
会を振り返ろ

う 

①活動の成果
や過程につ

いて振り返
り，評価す
る 

 

・宣伝についてどのような方法があ

るか情報を収集する。 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

ルーブリック活用 

【自己評価⑰】 

【相互評価⑩】 

 

 

・宣伝方法について取捨選択し，自分

たちで決定する。 

  

③ 

 

② 

ルーブリック活用 

【自己評価⑱】 

【相互評価⑪】 

 

 

・宣伝の実行に向けて，準備をする。 

 

① 

 

④ 

 

③ 

 

振り返りシート 

【自己評価⑲】 

【他 者 評 価 】 

 

 

 

次年度（４月） 

・自分たちの踊りを宣伝する。 

・みなと祭りに参加し，踊りを披露す

る。 

６ プロジェクトⅤ 

 ええじゃんを通

し て 学 ん だ こ

と，考えたこと

は何だろう？ 

（３） 

 

・これまでの活動を通して，自分が

設定した目標を達成できたかを振

り返り，今後の地域との関わり方

や自己の生き方について考える。 

・学習を通して，ゲストティーチャー

や学習を進めるために関わった方

たちへ感謝を伝える方法を考え，

実践する。 

③  ③  

振り返りシート 

【自己評価⑬】 

【他 者 評 価 】 

 

 

 

整理・分析 

まとめ・表現・創造 

地域の方や地域を出た方たちに，家や祭りの会場で自分たちや

みんなの思いを自分たちの踊りを通して届けるには，どのように

宣伝すればよいだろうか。 

課題の設定 

情報の収集 

整理・分析 

まとめ・表現・創造 

振り返り 



７ 本時について 

（１）本時の目標 

学習計画の作成に自分から進んで取り組み，友だちと協力しながら自分たちの納得解を見出そう

とする。【主②】 

（２）準備物 

 デジタル機器，パワーポイント資料 

（３）本時の学習過程 （２時/1５） 

段

階 学習活動 
教師の働きかけ 

支援〇 評価☆ 方法【】 

 

 

 

〇前の時間を振り返る。 

・ええじゃんの練習をしたい。 

・ええじゃんの情報について知りたい。 

・ええじゃんの疑問を解決したい。 

〇本時の学習課題をつかむ。 

 

 

 

 

〇前時の振り返りから，学習課題を確認し，

本時の見通しをもたせる。 

〇目的を達成するためには何をしたいのか想

起させる。 

〇自分たちでプロジェクトを進めていくこと

を確認し，学習計画を意識させる。 

 

 

 

 〇ゴールに向かってどのような学習を進めてい

けばよいか見通しをもつ。 

・ゴールの前に踊りの練習が必要だな。 

・できたら僕たちの踊りを宣伝したいな。 

・まず，前の学習で疑問が出たから，みなと祭

りについて情報を集めないといけないよね。 

〇グループで交流し，整理する。 

・伝統ってなんだろう，自分たちの思いってな

んだろうなどは，課題の設定になるな。 

・ええじゃんに向けての準備や練習をしないと

いけないな。まとめ・表現になるのかな。 

〇全体で交流する。 

・まず，僕たち自身がみなと祭りやええじゃん

についてもっと知るために，情報を収集する

ことがら始めるべきだと思う。 

・ええじゃんやみなと祭りについての課題を

設定しないといけないよ。 

・次は，ええじゃんの踊りを考えることだと思

う。去年の踊りを見直し，もっとバージョン

アップしてみたいな。 

・さらに，地域に元気や活気を届けるために，

ぼくたちの踊りを宣伝してみたい。 

・最後は，みんなと地域の方たちとみなと祭り

を楽しんで，最高の祭りにしたい。 

・振り返りで，自分たちの成長を感じることが

できたらいいな。 

 

〇まとめをする。 

 

〇ゴールをみなと祭り当日（ええじゃん披

露）とし，今までの経験を想起させてか

ら，学習の過程をイメージさせる。 

学びのすべ 関係づける 

今までの総合的な学習の時間や

ええじゃんの経験など，学習や活

動の過程を想起し，課題の解決に

つなげる。 

〇ジャムボードを活用して，目的を達成する

ために必要な学習活動を考えさせる。 
 

〇グループごとに色を分けた短冊を黒板に貼

るようにさせる。 

Aグループ・・・ピンク 

Bグループ・・・黄 

Cグループ・・・青 

Dグループ・・・黄緑 

Eグループ・・・オレンジ 

 

学びのすべ かかわる 

ゴールに向かうために，どのよ

うな段階を踏めばよいか，それぞ

れのグループの考えをもとにしな

がら自分たちの納得解を決める。 

 

☆学習計画の作成に自分から進んで取り組

み，友だちと協力しながら自分たちの納得

解を見出そうとしている。 

課
題
設
定
（
５
分
間
） 

 ええじゃんの目的を達成するための学習

計画を立てよう。 

課
題
解
決
（
３
５
分
間
） 



 

 

 

〇本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次の時間学習で目指す具体的な姿が何なのか

明らかにしていきたい。 

【行動観察，発言】 

 

 

〇振り返りの視点を与え，簡潔に書かせる。 

①分かったこと 

②友だちとの関わり 

③自分のこと（ビフォーアフター） 

④これからのこと（やってみたい） 

⑤疑問 

 

 

 

 

〇ええじゃんを通して，どんなリーダーになり

たいのかイメージを膨らませる。 

８ 板書計画 

 めあて                                 まとめ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ええじゃんの目的を達成するための学習計

画を立てることができた。 

・今日は，友だちとかかわって学習計画を設

定し，ええじゃんがさらに楽しみになりま

した。はじめは，すぐに練習するのかと思

っていたけれど，いろいろなことを調べて

考えた方がええじゃんの踊りがもっとよく

なると思ったし，目的を達成できると思い

ました。次は，成長や思いについて調べた

り考えたりしてみたいと思いました。 

振
り
返
り
（
５
分
間
） 

ええじゃんの目的を達成するための学習の

計画を立てよう。 

ええじゃんの目的を達成するための学習計

画を立てることができた。 


